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《現業職の採用再開問題》

月議会の直前に突然に持ち上がった問題がありま

す。現業職の採用再開問題です。現業職とは、ごみの

条例案の提出の様子

収集員や土木作業員などのことをいい、この現業職は

平成 18 年に、採用が全面凍結した経緯があります。

当時、現業職員による不祥事が大きな社会問題となり、

覚せい剤の売買や強盗など市の職員とは信じられない

ような事件が数多く発生しました。

その結果、当時の桝本市長と議会は、市民の信頼を回

復するために、連日連夜、議論を交わし、「信頼回復と

再生のための抜本改革大綱」が策定されました。

この大綱により、現業職の職員採用凍結が示されておりました。
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「京都党」、「みんなの党・無所属の会」の合同記者会見

のような中、昨年 11 月 16 日、勝手に労働組合と

妥結し、採用準備を進めていることが発覚しました。

議会には１枚の報告書だけで、採用の再開が報告され

ました。この市民を軽視し、改革を逆行させる行為は

絶対に許されません。

11 月にも建設局の現業職の職員が、偽装結婚と闇金経

営で逮捕されたばかりであり、不祥事は相次いでいます。

このような市民との約束を反故にする状況は阻止しな

しかし、採用を凍結させる条例案の提出には 6名の議

員が必要となりますが、地域政党「京都党」に所属す

る議員は 4名しかおりません。そこで、みんなの党・無所属の会の 2名と連携し、採用再開をストップさ

せる条例を 2月議会に上程することに致しました。この条例は平成 18 年の改革大綱を遵守させる条例で、

この条例が可決されれば、採用そのものが違法状態となり、採用が出来なくなる仕組みです。

我々は組合の顔を見る「お役所仕事」を断じて許せません。我々は議会が行政の暴走を止めるために、あ

そ

りとあらゆる手法で、最大限の抵抗をし、その為には努力を惜しまず引き続き事態に対応して参ります。

1 市税徴収率の向上・徴収力の強化 38 職員の評価制度導入

2 徴収窓口の一元化・専門化 39 公営住宅の規模の縮小について

3 市有財産の有効利用の推進 40 改良住宅事業の廃止

4 法定外新税の導入の検討 41 道路の維持管理費の増額

5 人件費の抑制 42 借地についての再検討

6 事業分類の徹底 43 地域優良賃貸のあり方の検討

7 補助金改革 44 外郭団体の経営監督の強化

8 イベント・式典ガイドラインの作成 45 ファシリティーマネジメントの推進

9 固定資産税の減免措置の見直しについて 46 被災地支援の強化に向けて

10 生活保護費不正受給の撲滅　 47 京都在住の被災者対策の強化

11 広告収入の向上 48 危険家屋の対策

49 公共建築物の改修計画の策定

50 公営保育園の民営化

12 公立高校入試制度改革に向けて 51 防災対策の強化

13 小学校三学期制の統一的復活の検討 52 公衆トイレの整備

14 土曜授業の実施に向けて 53 消防団器具庫の耐震化

15 保育施設の機能強化と拡充 54 鳥獣被害対策の強化

16 児童虐待ゼロに向けた取り組み 55 現業職新規採用の凍結

17 学童保育所の設置について 56 計画的・効率的な水道施設の改築・更新

18 予防医療の拡大に向けて 57 地下鉄5万人増計画達成に向けた取り組み

19 救急医療の大幅拡充に向けて

20 安心して利用できる公共施設の実現

21 高齢者の労働市場開拓に向けて 58 JR西大路駅のバリアフリー

22 良質な介護サービスの実現 59 御前通八条下ルのJR高架下の通行環境の整備

23 駐輪場整備の促進 60 四条通一車線化の社会実験

24 南部及び創造エリアにおける建築基準の緩和 61 高瀬川周辺の環境整備

25 南部開発・高度集積地区の再開発（企業誘致） 62 二条城周辺の歩道環境の整備

26 南部における教育環境の整備 63 左京区役所の交通アクセスの向上

27 海外観光客の500万人構想の実現に向けての取り組み 64 二ノ瀬バイパスの早期完了

28 リニア誘致に向けた取り組み　 65 宝ヶ池公園駐車場の増設と有料化

29 景観条例の見直し 66 太秦天神川駅の交通アクセス向上

30 文化首都特別措置法の制定　　 67 柊野・西賀茂北の市バス路線延長

31 「儲かる街　京都」に向けた支援体制の構築 68 東九条地域の小学校跡地活用

32 窓口サービス時間の延長・土日の開庁 69 松尾学区周辺のごみ箱設置

33 窓口サービスの質向上

34 窓口業務の委託

35 職務怠慢職員の分限免職の実施

36 不当要求行為、不適正執行の排除

37 職員の目標管理制度の徹底

Ｃ　地域要望

Ｂ　一般要望

Ａ　重点要望 Ｂ　一般要望

平成 24 年度京都市予算要望書提出
京都党市会議員団から行政側に予算要望書を提出致しました。京都党の要望書のポイントは

財政再建を軸に徹底的に将来、京都市に必要な提案のみに絞り込んだことです。

目先を取り繕うばかりでは、問題の根本的解決にならないからです。

実現可能な計画で京都市の財政を立て直すことからスタートして参ります。

※詳細は、「地域政党京都党　京都市会議員団」

ホームページに掲載しておりますので、ご覧下さい。

【ごみ収集作業員の平均給料】

20 代　443 万 8,757 円

30 代　582 万 4,456 円

40 代　703 万 2,473 円

50 代　798 万 8,699 円

【土木作業員の平均給料】

30 代：560 万 8,092 円

40 代：685 万 2,115 円

50 代：712 万 9,110 円

※「京都市技能労務職への職員の採用等に関する条例（案）」及びプレスリリースは京都党ホームページ

にて掲載しております。

くてはなりません。

2月議会は今後の行財政改革を進める上で、大きな試金石となります。市長選後の 2月議会に是非ともご

注目ください。


